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奈良国立博物館
〒630-8213 奈良市登大路町50（奈良公園内） ハローダイヤル 050－5542－8600  ホームページ https://www.narahaku.go.jp/　

『奈良国立博物館だより』は、1・4・7・10月に発行します。郵送をご希望の方は、何月号かを
明記し、返信用封筒を同封して、当館の情報サービス室にお申し込みください。
※返信用封筒には宛名を明記し、長形3号の場合は92円切手を、角形2号の場合は120円
切手を貼付してください。

〔交通案内〕近鉄奈良駅下車徒歩約15分、または
JR奈良駅・近鉄奈良駅から奈良交通「市内循環」
バス（外回り）「氷室神社・国立博物館」下車
※当館には駐車スペースがございませんので最寄りの
　県営駐車場等（有料）をご利用ください。
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奈良国立博物館

●：バス停　

鍬形石・車輪石・石釧

華厳経　巻第七十

奈良県・京都府北和城南古墳出土
[鍬形石（左上）]長24.5㎝　幅14.1㎝
古墳時代（3世紀後半～４世紀）
当館

重要文化財
１巻
縦26.7cm　長755.6cm（表紙を除く）
紫紙金字
奈良時代（8世紀）
当館

◆1月16日～2月17日　西新館　名品展「珠玉の仏教美術」にて展示 ◆～3月14日　西新館　名品展「珠玉の仏教美術」にて展示

展示品の
みどころ

く わ が た い し 　し ゃ り ん せ き 　 い しくしろ

け　ごん きょう

　紫色の染め紙を継ぎ、界線を銀泥で引いて、経文を金泥で書
写した『華厳経』の写本である。金字部分は書写の後、丁寧に磨
かれており、1250年以上前のものとは思えない輝きを今も放つ。
謹直な書体の経文だけでなく、表紙から軸までの装丁は、全体
として非常に完成度が高く、平城の都の官営写経所で製作され
たものと考えられている。しかし、奥書等がないため書写の具体
的な年代は不詳で、同じ紫紙金字の写経でも、諸国国分寺の塔
に納められたことで著名な『金光明最勝王経』（当館ほか蔵）に
比べると、あまり認知度が高くないのは惜しまれる。
　さて、本品の巻末の紙背には、写経時の校正に関わる2つの
墨書がある。これまで、一つは「□校馬甘」、もう一つは「□道交
了」と読まれていた。一つ目は問題ないが、二つ目は「□道主了」
とも読めなくはない。もしこれが「道主」という人名であれば、本
品の書写年代を特定する手掛かりとなる。一つ目の墨書にある
「馬甘」と、「道主」という名の人物を当時の写経所関係の古文書
から探すと、上馬甘と下道主が見
出される。2人が同時に校生として
活動していたのは天平20年（748）
～天平勝宝3年（751）頃であり、そ
の間に本品も製作された可能性
が高いのではなかろうか。　　
　  野尻　忠（当館学芸部企画室長）

　古墳時代の前期に盛んに製作され、被葬者に副葬された腕
輪形石製品。緑色凝灰岩製で、形状の違いにより鍬形石（上）、
車輪石（右下）、石釧（左下）と呼び分けられる。「腕輪形石製
品」という曖昧な表現をとるのは、これらが装身具だったとは限
らず、むしろ被葬者のステイタスシンボルであったと考えられて
いることによる。
　腕輪形、とは言うものの、鍬形石、車輪石などはいささか奇妙
な形だと思う方もいらっしゃるかもしれない。実は、これらは弥
生時代に存在した南海産の貝輪（貝製の腕飾り）を祖形とす
る。鍬形石はゴホウラ、車輪石はオオツタノハまたはカサガイ、
石釧はイモガイ製の貝輪を模したとされ、それゆえ個性的な形
状を呈しているのだ。
　北和城南古墳は、奈良県北部から京都府南部にかけての古
墳という漠然とした名称で、その出土品は銅鏡、腕輪形石製
品、玉類、鉄刀など73件におよぶ。長らく具体的な出土地が不
詳であったが、近年、「北和城南」のみならず大阪府東部も含む
複数の古墳からの出土品であると究明された、注目の遺品であ
る。　
　　　　　　　　　　　　　中川　あや（当館学芸部主任研究員）

■観覧料金　名品展・特別陳列・特集展示開館日時（1月～3月）

◉=国宝、◎=重要文化財

■開館時間／午前９時３０分～午後５時
　・金・土曜日は午後８時まで。
　・なら瑠璃絵の期間中、２月１０～１４日は午後８時３０分まで、
　　２月８・９日は午後９時まで。
　・東大寺二月堂修二会（お水取り）の期間中、３月３～７日、
　　１０・１１・１３・１４日は午後６時まで、３月１２日は午後７時まで、
　　３月１・２・８・９日は午後８時まで。
　・２月３日は午後７時まで。
　※いずれも入館は閉館の３０分前まで。

■休館日／毎週月曜日、１月１日
　・ただし、１月１４日、２月１１日、３月４・１１日は開館し、
　　１月１５日㈫は休館。

■無料開館日（名品展・特別陳列・特集展示）／
　２月３日㈰（節分）、2月24日㈰
※２月２４日㈰は天皇陛下御即位３０年を慶祝し、無料となります。
　

※団体は20名以上です。  
※高校生以下および１８歳未満の方、満７０歳以上の方、障害者
　手帳をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料です。
※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生の方は
　無料です。
※成人の日（１月１４日）は、新成人の方は無料です。
※毎月２２日にご夫婦で観覧される方は、各半額になります。
※１月の開館延長日の午後５時以降に観覧される方は団体料金
　を適用します（レイト割引）。
※中学生以下の方と一緒に観覧される方は、団体料金を適用し
　ます（子どもといっしょ割引）。

個　　人
団　　体

一　　般
520円
410円

大学生
260円
210円

高校生以下
無　料
無　料
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